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案
に
は
、
兼
て
御
話
串
候
通
、
御
勝
手
は
第
二
番
め
に
心
得
難
在
候
。
：
：
：

　
尤
ど
れ
よ
り
な
り
と
も
極
意
は
同
じ
事
な
れ
ど
も
、
愚
案
は
遅
緩
な
る
方
、

　
又
無
為
の
方
、
…
…
今
批
の
大
名
は
、
大
名
の
力
無
レ
之
処
、
君
侯
は
其
名

　
に
泥
み
、
家
来
は
其
霧
に
励
み
、
上
よ
り
下
を
察
せ
ず
、
下
よ
り
上
を
察

　
す
る
こ
と
な
く
、
…
…
然
る
上
は
縛
勢
に
は
、
一
向
手
を
照
影
レ
巾
方
可
レ

　
然
、
何
れ
に
も
貧
乏
に
て
ツ
ブ
レ
た
る
大
名
決
し
て
無
レ
之
、
…
…
其
上

　
子
を
思
は
ぬ
親
は
な
く
、
君
を
思
は
ぬ
臣
は
な
か
る
べ
し
、
教
化
次
第
に

　
て
、
人
心
其
実
に
反
り
可
レ
藩
候
。
骨
折
は
右
に
あ
る
べ
し
、
」
と
。

⑩
　
　
「
麹
町
一
件
日
録
」
所
収
書
簡
　
一
巻

⑭
　
　
「
獄
中
よ
り
江
川
太
郎
左
衛
門
に
寄
せ
し
密
君
扁
一
巻

＠
　
一
巻
、
佐
藤
氏
発
見
の
「
外
臨
事
情
書
」
も
あ
る
が
、
今
は
全
集
本
に

　
よ
る
。

⑧
　
一
巻

⑧
　
一
巻
、
「
忍
男
の
卜
書
扁
（
一
巻
）
に
、
　
「
私
儀
主
人
領
分
三
州
田
原
、

　
遠
…
州
洋
中
へ
出
張
候
場
所
に
て
、
私
儀
海
岸
掛
掘
心
得
罷
在
職
に
付
海
防

　
乎
当
は
勿
論
、
蛮
国
の
事
情
に
通
じ
、
主
入
之
輔
…
翼
に
相
成
度
心
底
」
か

　
ら
天
保
三
年
頃
よ
り
、
長
英
・
三
英
・
幡
崎
鼎
よ
り
追
々
闘
い
て
い
た
も

　
の
を
考
訂
、
ま
た
薩
人
の
話
等
を
載
せ
、
付
録
と
し
て
湊
長
安
そ
の
他
か

　
ら
驚
い
た
ニ
イ
ー
吋
、
ン
の
話
を
加
え
た
も
の
。
こ
の
「
鴬
舌
或
問
」
の
内
・

　
容
一
が
、
峯
山
が
本
格
的
に
洋
学
研
究
を
始
め
て
か
ら
の
蓄
積
だ
と
す
る
と
、

　
攣
山
の
本
格
酌
な
洋
学
研
究
が
始
め
ら
れ
た
の
は
天
保
三
年
以
前
、
少
く

　
と
も
文
政
末
か
ら
天
保
二
年
頃
ま
で
に
な
ろ
う
。
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赤
井
厳
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「
奪
紅
秘
事
偏
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史
蟻
・
研
究
会
十
二
月
例
会

左
記
に
よ
り
十
工
月
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
御
参
集
下
さ
い
。

講焔硝
舗
演
題所旺寺

、
一
丸
《
｛
重
く
Σ
．
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

牽
二
月
七
旦
土
）
午
後
蒔
西
時
　
　
　
　
　
　
∵

京
都
大
学
楽
友
会
館
（
市
電
近
衛
通
下
車
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
歴
史
家
と
そ
の
時
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
v

　
　
　
服
部
之
繕
に
つ
い
て
　
　
　
　
奈
良
本
辰
也
氏

　
　
　
司
馬
光
に
つ
い
て
　
　
　
　
外
山
軍
治
氏

　
　
　
未
　
定
　
　
田
村
満
穂
氏
　
　
　
　
一
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評鶏

雍
正
帝
の
仏
学

高
麗
朝
に
お
け
る
佃
戸

唐
代
に
お
け
る
奴
魏
に
つ
、
い
て

地
理
学
関
係

中金塚
谷　本

英洪俊
雄素孝

国
際
地
理
学
会
議

　
鼠
際
地
理
学
会
議
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・
カ
ン
フ
ェ
ラ

ン
ス
・
オ
ヴ
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、
八
月
二
九
臼
－
三
一

臼
東
京
掌
士
会
館
、
九
月
二
・
三
日
天
理
大
学
の
二

会
場
を
申
心
に
、
そ
の
三
三
そ
れ
ぞ
れ
数
日
に
わ
た
「

る
現
地
姦
智
談
（
エ
ク
ス
カ
ー
シ
皿
ン
）
を
加
え
て
ほ

ぼ
二
〇
日
に
わ
た
り
挙
行
さ
れ
た
。
外
国
よ
り
は
二

〇
力
扇
八
○
嘉
名
に
の
ぼ
る
参
会
が
あ
り
、
日
本
か

．
ら
は
こ
〇
〇
鹸
名
の
参
会
を
み
た
。
東
京
で
は
東
繭
…

ア
ジ
ア
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
そ
の

ほ
か
研
究
発
表
は
、
地
形
・
気
候
・
陸
水
・
土
地
利

用
・
工
業
化
・
塵
業
地
域
・
総
合
開
発
・
集
落
・
入

口
等
の
多
方
面
に
わ
た
り
、
活
濃
な
論
議
の
展
開
の

う
ち
に
、
学
問
の
国
際
交
流
に
多
大
の
成
果
を
あ
げ

た
。
現
地
討
議
の
地
域
と
し
て
は
北
海
道
・
東
北
・

菓
京
都
。
中
部
・
大
和
盆
地
・
宇
治
一
京
都
・
阪

神
・
瀬
戸
内
・
九
州
の
諸
地
域
が
販
上
げ
ら
れ
た
。

研
究
発
表
と
現
地
討
議
を
趨
じ
、
外
國
地
理
掌
者
の

臼
本
に
対
す
る
認
識
は
よ
り
深
め
ら
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
　
ま
た
わ
が
国
の
地
理
学
界
も
こ
の
会

議
を
機
会
に
何
等
か
の
刺
戟
を
・
）
け
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
な
お
、
東
京
で
は
現
代
地
図
、
天
理
で
は
日
本

製
古
地
図
に
関
す
る
展
観
が
催
さ
れ
、
内
外
掌
者
に

与
え
た
感
銘
は
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

考
古
学
関
係

山
口
察
豊
浦
郡
豊
北
町
、
土
井
ケ
浜
遺
跡
の
調
査

　
八
月
一
日
i
十
七
臼
。

　
奈
良
丈
化
財
研
究
所
金
関
恕
氏
は
九
州
大
学
医
掌

　
部
解
培
学
教
室
と
第
五
次
の
共
同
調
「
査
を
行
つ

　
た
。
弥
生
式
繭
期
の
入
選
三
二
倣
　
を
　
発
掘
、
入
骨

　
の
輝
鵡
葬
と
上
層
の
土
師
器
…
と
の
関
係
が
確
め
ら
れ

　
た
。
土
師
器
の
層
か
ら
は
鏡
二
面
が
出
土
し
た
。

下
関
市
安
岡
。
梶
栗
浜
遺
跡
の
調
査

　
八
月
十
七
日
一
二
十
五
貝

　
塞
年
一
月
に
続
く
第
二
次
調
査

　
金
関
恕
聴
講
が
弥
生
式
語
物
の
箱
式
縮
三
、
石
囲

～
を
発
掘
し
、
石
弾
内
か
ら
は
碧
玉
管
玉
多
数
が
発

見
さ
れ
た
。

　v　xrwIVvvv

融
筆
者
紹
介

営
崎
市
定
　
京
都
大
学
教
授

山
崎
　
　
宏
　
東
京
教
育
大
学
教
授

川
喜
田
二
郎
　
大
阪
市
立
大
学
助
教
授

大永
月井

明明

時
野
谷
勝

松
尾
蓉
盆

狩
野
直
新

京
都
大
学
助
手

大
阪
市
立
大
学
講
師

大
阪
大
学
教
授

京
都
大
学
助
手

京
都
大
重
大
学
院
学
生

山
澄
　
　
元
　
京
都
大
学
大
学
院
学
生
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史
学
研
究
会
大
会
　
予
告

左
の
日
程
で
本
会
及
び
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
の
連

合
火
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
お
さ
そ
い
合
せ
の
上
、
多
数
御
参
加
下
さ

い
。△

十
一
月
一
目
（
金
）
午
前
八
時
半
～
午
後
五
時

　
　
見
学
京
都
の
庭
園
観
賞

　
　
　
　
修
学
院
離
宮
。
三
千
院
・
大
徳
寺
・
東
本
願
寺
枳
殻
邸

　
　
（
申
込
者
多
数
に
つ
ぎ
、
締
切
り
ま
し
た
。
当
日
御
申
込
は
御
遠
慮

　
　
下
さ
い
）

△
十
口
月
二
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

　
　
史
学
研
究
会
大
会
及
び
総
会

　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
法
経
第
五
教
室

（
講
演
）
立
山
信
仰
に
関
す
る
史
的
考
察

　
　
　
　
ギ
リ
シ
ャ
文
化
の
生
成

高
瀬
重
雄
氏

村
田
数
之
亮
氏

△
十
一
月
剛
二
臼
（
祝
）
午
前
九
時
よ
り

　
　
　
　
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
各
大
会
及
び
晩
餐

　
　
　
　
会
（
地
理
学
談
話
会
は
本
年
に
限
り
開
催
い
た
し
ま
せ
ん
）

会
　
員
　
各
　
位

史
学
　
研
究
　
会

編
集
後
　
記

各
巻
の
最
終
号
を
特
集
号
に
あ
て
る
企
て
は
、
　
《
日
清
戦
争
》
に
試
み
ら
れ
て
以

来
、
　
・
盆
ハ
同
体
》
　
《
思
想
塑
》
に
ひ
き
つ
が
れ
、
そ
の
成
果
を
顕
著
に
し
て
来
た

と
考
え
ら
れ
る
。
特
集
号
テ
ー
マ
は
、
出
来
う
る
だ
け
、
史
学
・
地
理
学
●
考
古

学
そ
れ
ぞ
れ
が
参
上
し
う
る
と
い
う
見
地
か
ら
選
ば
れ
て
来
た
。
し
か
も
魅
力
あ

る
も
の
が
望
ま
れ
も
し
た
。
《
文
化
交
流
》
も
収
め
ら
れ
た
諸
論
考
に
支
え
ら
れ
、

そ
の
存
在
理
由
を
明
確
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
考
古
学
よ
り
予
定
し
た
角

用
丈
衛
…
氏
の
御
寄
稿
が
事
情
で
お
く
れ
、
ふ
り
か
え
に
次
号
予
定
の
松
尾
氏
を
わ

ず
ら
わ
せ
る
に
至
っ
た
。
な
お
、
本
誌
は
年
上
六
〇
〇
頁
を
建
前
と
し
て
来
た
。

し
か
も
そ
れ
は
文
部
省
の
刊
行
助
成
金
に
一
部
依
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
っ

た
。
し
か
る
に
本
年
よ
り
は
不
幸
に
も
助
成
を
打
切
ら
れ
た
。
当
会
と
し
て
は
、

従
来
の
六
〇
〇
頁
六
〇
〇
円
の
建
前
を
く
ず
さ
な
い
様
、
せ
い
一
杯
の
努
力
を
傾

け
、
こ
こ
に
六
〇
〇
頁
を
超
え
る
特
集
号
を
お
送
り
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し

若
干
の
出
費
超
過
も
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
次
年
度
に
は
何
ら
か
の

策
を
講
じ
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ

な
い
。
要
は
会
費
納
入
・

新
会
員
獲
得
を
、
通
じ
て
、

・
会
員
諸
賢
の
切
な
る
御
協

力
を
お
願
い
し
た
い
の
で

あ
る
。
（
末
尾
至
行
）

※
　
会
員
に
は
本
号
を
百

円
で
お
頒
ち
し
ま
し
た

…
麓
鰭
塑
五
顯
定
価
薔
円

　
史
林
（
第
四
〇
巻
第
六
号
）

　
　
　
京
甜
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
噸
五
五
香

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
宮
崎
市
定

　
　
　
　
　
　
編
輯
主
任
　
　
赤
松
俊
秀

　
　
　
京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
東
町
三
九

印
刷
所
　
申
村
印
刷
株
式
会
社

P
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